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デジタルアーカイブ学会第2回研究⼤会

⽇本語デジタルテキストの⽇本語デジタルテキストの
「正書法」を探求した⻘空⽂庫：「正書法」を探求した⻘空⽂庫：

⽇本語（による／のための）マークアップの誕⽣と⽇本語（による／のための）マークアップの誕⽣と
ルールの発展・活⽤、テキストの品質管理ルールの発展・活⽤、テキストの品質管理

(⼤久保ゆう)



⼤久保友博（PN:⼤久保ゆう）
［⻘空⽂庫・本の未来基⾦］

専攻：翻訳⽂化史［京都橘⼤学］

フリーランス翻訳家

（1998年［⾼１］から
⻘空⽂庫に参加）

⾃⼰紹介



1997年創設の
ボランティア主体の

デジタルアーカイヴ

14000作の電⼦テクスト
（パブリックドメイン含む）

「本を電⼦化して誰でも読めるようにしておくと
⾯⽩い」→「⻘空という⾃由な本棚に集める」

⻘空⽂庫とは



↓ ルール［⻘空⽂庫注記］に従って電⼦テキスト化

↓ ⾃由にコピー＆翻案可能なものとなる

↓ 社会の公共物としての書架と蔵書とルール

→ さまざまな活⽤への展開

⻘空⽂庫のアーカイヴ作業



●1997年当時の⻘空⽂庫

「⻘空⽂庫⼯作員マニュアル」

視覚障碍者読書⽀援協会（BBA）
「原⽂⼊⼒ルール」に基づく

原⽂⼊⼒ルールの採⽤と公開



【ルビ】
闇《やみ》の中を跳梁《ちょうりょう》するリル
表情?豊《ゆた》かな
【傍点注記】
天界の牧⽺者［*「天界の牧⽺者」のすべての⽂字に傍点］
【外字注記】
［#「うしへん」に建、16-2］陀多《かんだた》
森鴎［#「メ」の代わりに「品」、115-7］外

初期ルールの⼀例



電⼦書籍ファイル制作⽤の
組版指⽰として

［まだ体系化されていない］

↓

JIS⽂字コード収録漢字選定
のための資料整理から
マニュアルの整備へ

電⼦書籍のマークアップとして



【ルビ】
⽿まで⽕照《ほて》って来る
⼀応｜何時《いつ》もの
【傍点注記】
胡⿇塩おやじ［＃「おやじ」に傍点］
【外字注記】
喉を掻き※［＃「※」は「てへん＋劣」、読みは「む
し」、30-16］って
１［＃「１」は底本では○付き数字］インターネット

1998年末改訂ルールの⼀例



JIS X 0208の範囲で
⼊⼒可能な旧字を探す
校閲君のチェック結果

あやしい⽂字と代替候補
を「▼▲」で挟んで

⽰してある

JIS X 0208範囲内での作業とツールの発展



【⼀例】
※［＃「登＋おおざと」、第3⽔準1-92-80］
※［＃丸1、1-13-1］
※［＃「⽬＋争」」、U+7741、ページ数-⾏数］

JIS X 0208範囲内での作業とツールの発展

←外字注記辞書
2007年第五版

［記述の標準化］



【アクセント注記】 （上が1998年12⽉時点；下が改訂後）

ae ao，ae ao，eo，aeo eo！［＃この⾏の「e」はすべ
てアクサン（´）付き］
〔aeʻ ao，aeʼ ao，eʻo，aeʼo eʻo〕！
変換例：
【区点番号5-17と5-86の使い分け・ケヶ問題】
※底本は、物を数える際や地名などに⽤いる「ヶ」（区点
番号5-86）を、⼤振りにつくっています。

注記の発展とめぐる論争



情報を残すための注記から
再現するための注記へ

↓
各種ビューワの登場

注記の再現と構造化テクストへ



タブレットやスマートフォンへ

⻘空⽂庫の活⽤について



 読込：xhtmlからtxtへ
 媒体：ＰＣ→ＰＤＡ→タブレット／スマホ
 iPhoneの登場（2007年〜）

テキスト版のアクセス急増（2010年〜）

ビューワの発展による変化

図 アクセス数の推移
（POKEPEEK2011による）
http://www.aozora.gr.jp/aozorablo
g/?p=351



ビューワの発展と対応

 前⽅参照型 → 開始／終了型
例：○○［＃「○○」に傍点］
→［＃傍点］○○［＃傍点終わり］

 注記⼀覧／組版案内の公開
（2010年）

 構造化と「点検 verification」



 ⻘空⽂庫は、⽇本語でのマークアップが原則
→ ⽇本語話者・コンピュータ 双⽅の可読を意識

 ⻘空⽂庫の注記は、⽇本語⽂書の
電⼦テキスト化における事例と解決法の蓄積

 課題：
・公共化しつつあるマークアップの今後の保守と管理
・培われてきた知⾒の活⽤

おわりに


